
UR都市機構のミクストコミュニティの形成
2 モデル地区けやきいきいきプロジェクト
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新たに入居する世帯の家賃
５年間家賃 最大20％割引



健康寿命    住宅 整備
2 モデル地区けやきいきいきプロジェクト
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地域医療福祉拠点化取組 団地 生活支援       配置

＜生活支援アドバイザーの主な役割＞
① 高齢者相談及び福祉関係者との連携
② 高齢居住者 対  見守 （       ）
③ 地域交流     開催

週１回、電話での安否確認を実施

安否が確認出来ない

団地内の巡回や、コミュニティ形成イベント時など
あんしんコール登録者と直接お会いすることもあります。そう
   信頼関係  見    問題 少       。

＜あんしんコール登録者＞

巡回等による直接確認
状況により緊急対応へ

＜あんしんコールのスキーム＞

生活支援アドバイザーの配置

2 モデル地区けやきいきいきプロジェクト
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豊明団地商店街内の空き店舗を利用  
UR都市機構中部支社と藤田保健衛生大学
による共同プロジェクトとして開所
藤田保健衛生大学 教員 医療専門職  
交代 住民   相談 応  

保健 医療 拠点     保健室 開所
2 モデル地区けやきいきいきプロジェクト



利用実績（４月末 ５月末まで１３ヶ月間）
開所日数 ：２６４日
延べ来室者数 ：３,７１９人(平均 14人/日）
講座参加者数 ：１,８４５人(平均 6.9人/日）
個別相談件数 : ４３５件(平均 1.6件/日）
認知症疑い早期発見:１８件 24

開室時間 ：平日10 15時
料金 ：無料
対象 ：市内外誰でも
応対者 ：看護・保健師、ケアマネ

理学 作業療法士 薬剤師
相談方法 ：面接、電話、メール
相談記録 ：利用者   記録簿管理
主な相談 ：健康不安（８割） 

薬剤 治療  
平均相談時間：30分程度
ミニ講座 ：毎日実施

５ モデル地区けやきいきいきプロジェクト

まちかど保健室概要
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